
第５回 “夢ブック”読書感想文コンクール入賞作品 

（感想文は、原文のまま掲載しています） 

 

【『夢』いっぱい賞（最優秀賞）】 

   大東小学校  橋田 龍輝（はしだ りゅうき）さん 

なんにでもレナールをよんで 

はしだ りゅうき 

 このほんは、まほうがつかえるモグラのレナールが、みんなにまほうをかけて、す

きなことがもっとすきになるおはなしです。 

 ぼくがこのほんをよんで、いちばんすきだったところは、くまさんがまほうで、で

んしゃのうんてんしゅさんになったところです。あまいえきのハチミツえきもあって

くまさんたちがすきなものばかりで、おもしろかったです。 

 ぼくがもし、レナールにあってまほうをかけてもらえたら、みんなのまえでげきを

するひとにしてほしいです。ぼくはまえまでみんなのまえにでるのが、ちょっとはず

かしかったです。けれど、みんなにはくしゅされるのがうれしくて、いまはとてもす

きになりました。レナールならいまよりもっともっと、すきにしてもらえるので、ぼ

くはレナールに、「もっとたくさんのひとにはくしゅしてもらえるひとになりたいな。」

といいたいです。 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【『夢』どきどき賞（優秀賞）】 

  巽小学校  赤山 巧実（あかやま たくみ）さん 

ぼくのへたなんよ 

          あかやま たくみ 

ぼくのいえはネネちゃんちとおなじへたなんよがいっぱいです。ぼくもおきるのが

へただし、なわとびはもっとへたです。かぞくのみんなも、へたなことがあります。 

 ぼくはへたなんよがいっぱいありすぎて、いつもおこられます。だから、おこられ

るのがとくいです。ぼくのばあちゃんはぼくにもいいところがあるよといってくれま

す。ぼくもばあちゃんのじょうずなところをたくさんしっています。ぼくはばあちゃ

んがだいすきです。 

 だからぼくはばあちゃんがながいきじょうずになってほしいです。ネネちゃんとぼ

くはおんなじだな。 

 これからもへたなことをなおしていきたいです。 

 

  中野上小学校  森脇 万葉（もりわき かずは）さん 

天にょかあさんをよんで 
       もりわき かずは 

天にょかあさん、あなたのでんわばんごうは、なにですか？わたしも、いちどでん

わするので、あいにきてください。 

 天にょかあさんのつくった、たまごスープやめだまやきをたべてみたいです。はじ

め、見たときは、かおは、こわいしへんだとおもったけど、ほんとうは、とってもや

さしい人ですね。 

 ホホもびょうきでねつがでて、おかあさんもしごとで、いえにかえっても、だれも

いえにいないとおもっていたのに、天にょかあさんがいて、とてもうれしかったとお

もいます。 

 わたしも、かぜをひいたときは、とくにおかあさんがよこにいてくれるとうれしい

からです。 

 だから、ホホもおかあさんといっしょにねたかったとおもうけどふわふわのくもの

上でねれたのは、すごくうらやましいです。わたしも、わたがしみたいなくもの上で

ねてみたいな。 

 天にょかあさん。 

 ホホだけではなく、かぜをひいたすべての子どもたちのところにあらわれて、かえ

りには、すごく大きいオムライスをおみやげにおいていってね。みんなもわたしもま

ってます。 

 



【『夢』きらきら賞（奨励賞）】   

  大野小学校  新山 王彗（しんやま おうせい）さん 

やもじろうとはりきち 

             しんやま おうせい 

 ぼくは、このほんをもらったとき、どんなおはなしだろうとワクワクしました。 

 このほんをよんでいちばんこころにのこったことは、はりきちがやもじろうをねこ

からたすけたことです。やもじろうがいじわるなことをいってもはりきちがたすけて

あげたからです。やさしいとおもいました。 

 ぼくがいちばんすきなひとは、やもじろうです。ぼくのおにいちゃんみたいにはし

りもはやいし、きのぼりもできるし、ぼくは、はりきちみたいに、はしりもおそいけ

ど、やもじろうははりきちとあそんでくれます。 

 このほんをよんで、どんなおともだちもみんながなかよくしないといけないとおも

いました。いじわるなことをいったりしたらいやなきもちになるからです。みんなが

なかよくするとうれしいきもちになるとおもいました。 

 

  亀川小学校  有田  菫（ありた すみれ）さん 

なんにでもレナール！をよんで 

            ありた すみれ 

 まほうつかいのもぐらのレナールが、どうぶつのこどもたちに「ナンニデモレナー

ル」とおまじないをかけるおはなしです。 

 もし、わたしにレナールさんがおまじないをかけてくれるなら、わたしはせかいを

へいわにするひとになりたいです。たとえば、せんそうやじこやびょうきやわるいひ

とをなくしたいです。そしたら、せかいじゅうのひとがしあわせになってたのしくな

がいきできるからです。へいわなせかいになると、レナールさんがいなくてもみんな

のゆめがかなうかもしれないです。そうなったら、わたしはレナールさんがおまじな

いをかけたさいごのひとになれるかもしれません。だからわたしはレナールさんにあ

ったら、「ナンニデモレナール」のおまじないでせかいをへいわにするひとになりたい

です。 

 

 


